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地方公会計整備の現状

モデル別の財務書類作成状況
（平成24年度決算）

固定資産台帳の整備状況
（平成24年度決算） 1

財務書類作成団体の推移

伊丹市では平成２０年度決算より総務省方式改定モデル
により財務書類４表を作成し、公表しています。
一方、固定資産台帳は未整備の状況です。



地方公会計の必要性①

2
統一的な基準による地方公会計の促進について（H27.4月総務省）より



地方公会計の必要性②
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統一的な基準による地方公会計の促進について（H27.4月総務省）より

従来の現金主義決算と併せ
統一的な基準による財務書類４表を作成

平成２８年度決算より



地方公会計の活用①
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統一的な基準による地方公会計の促進について（H27.4月総務省）より



地方公会計の活用②
統一的な基準による地方公会計の促進について（H27.4月総務省）より
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地方公会計の活用③
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統一的な基準による地方公会計の促進について（H27.4月総務省）より



地方公会計の活用④
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統一的な基準による地方公会計の促進について（H27.4月総務省）より



地方公会計の活用⑤
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統一的な基準による地方公会計の促進について（H27.4月総務省）より



地方公会計の活用方針
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◇現金主義会計を採用

◇公会計において総務省方式改定モデルを採用

◇固定資産台帳は未整備

現状

課題

◇正確なストック情報が把握できていない

◇公会計の方式が複数あるなかで、他団体との比較ができない

【地方公会計の活用】
○現金主義会計を補完する形で統一的な基準による発生主義会計を取り入れます
○固定資産台帳を整備し、ストック情報を総体的・一覧的に把握します

○マクロ的な指標として他団体との比較分析を行うとともに、事業別や施設別のセグメント分析として積極的に活用し、
行政評価とあわせて、より一層わかりやすい財政情報の開示に努めます

現金主義会計

予算書･決算書

発生主義会計

地方公会計行政評価

補完 補完

より一層わかりやすい財政情報の開示


